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変  更  後 変  更  前 変更理由 

計画書４ページ 

Ⅱ．基本的方向と具体的な事業 

基本目標１ 安定した雇用を創出する 

－ 省 略 － 

数値目標 基準値 目標値 

新たな雇用者数 0人（平成 26年） 40人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

計画書６ページ 

（２）人材育成、雇用対策 

  ２）医療従事者の確保・育成 

   ・「医療を核としたまちづくり」として、将来砂川市立病院で看護師・助産師

として従事しようとする者に対し、知識と技能の習得に必要な資金(修学資

金)を貸し付け、優秀な人材を確保する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

看護学生修学資金貸与事業 

・養成施設の在学者に対し、卒業後に砂川市立病

院で勤務することを条件に、修学に必要な資金

を貸与し、卒業生の市内就業の促進を図る。 

砂川市立病院への就業者

数 
／32人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

計画書８ページ 

基本目標２ 新しいひとの流れをつくる 

（３）高等学校の活性化 

  １）地元学校への進学促進 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川高校支援事業 

・砂川高校と連携を図り、検定・模擬試験、サテ

ライト事業、大学見学、介護職員初任者研修、

部活動の全道・全国大会出場、4年制大学合格

者への奨学金の各種支援を行なう。 

砂川高校入学者数 

／100人（平成 27年） 
→120人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

 

計画書４ページ 

Ⅱ．基本的方向と具体的な事業 

基本目標１ 安定した雇用を創出する 

－ 省 略 － 

数値目標 基準値 目標値 

新たな雇用者数 0人（平成 26年） 38人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

計画書６ページ 

（２）人材育成、雇用対策 

  ２）医療従事者の確保・育成 

   ・「医療を核としたまちづくり」として、将来砂川市立病院で看護師として従

事しようとする者に対し、知識と技能の習得に必要な資金(修学資金)を貸

し付け、優秀な人材を確保する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

看護学生修学資金貸与事業 

・養成施設の在学者に対し、卒業後に砂川市立病

院で勤務することを条件に、修学に必要な資金

を貸与し、卒業生の市内就業の促進を図る。 

砂川市立病院への就業者

数 

／30人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

計画書８ページ 

基本目標２ 新しいひとの流れをつくる 

（３）高等学校の活性化 

  １）地元学校への進学促進 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川高校支援事業 

・砂川高校と連携を図り、検定・模擬試験、サテ

ライト事業、大学見学、介護職員初任者研修、

部活動の全国大会出場、4年制大学合格者への

奨学金の各種支援を行なう。 

砂川高校入学者数 

／100人（平成 27年） 
→160人（平成 31年） 

－ 省 略 － 

 

 

 

 

 

 

変更① 

看護学生修学資金貸与事業の

対象に助産師を加えることに

伴い、この分の目標値を加え

る変更ため。 

 

 

 

変更① 

看護学生修学資金貸与事業の

対象に助産師を加えることに

伴い、この分の目標値を加え

る変更ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更② 

砂川高校の間口が４間口から

３間口に縮小されたことか

ら、当面３間口の確保を目標

としたことによる目標値に変

更するため。更に、平成 29

年度より、部活動の全道大会

出場支援も行っているため。 
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変  更  後 変  更  前 変更理由 

計画書 13 ページ 

  ３）子育て世帯の経済的負担の軽減 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

幼稚園保育料負担軽減補助事業 
・施設型給付を受ける私立幼稚園の入園料及び保
育料を支援し、子育て世帯の経済的負担を軽減す
るため、保育料及び幼稚園就園奨励事業との差額
を限度額としたうえで保育料を軽減、さらに多子
軽減措置を適用し負担の軽減を図る。 

幼稚園在籍率 
／83％（平成 31年） 

乳児おむつ無料クーポン券支給事業 

・乳児のおむつ等の購入に係る経費の一部を助成

することにより、子育て世帯の経済的負担の軽

減を図る。 

無料クーポン券利用率
（％） 
／0％（平成 29年） 

→60％（平成 31年） 

『ふしぎの森』利用料無料クーポン券支給事業 

・北海道子どもの国の『ふしぎの森』の利用料に

係る費用の一部を補助し、子育て世帯の経済的

負担を軽減するとともに、子どもが健やかに成

長できる家庭環境づくりを図る。 

無料クーポン券利用率

（％） 

／0％（平成 29年） 
→80％（平成 31年） 

 

計画書 13・14 ページ 

  ３）子育て世帯の経済的負担の軽減 

 

 

 

 

変更③ 

平成 29 年度新規事業である

が、幼稚園就園奨励事業の目

的・効果が同じであるため分

けていなかったが、社会福祉

課所管部分を進行管理の都合

上、追加するため。 

 

変更④ 

市子ども・子育て支援事業計

画の策定にあたり平成 25 年

度に実施したアンケート調査

において、就学前児童が属す

る世帯が抱える子育てに関す

る一番の悩みは、「経済的な不

安・負担が大きい」ことであ

るとの結果が得られている。

子育て世帯に対する支援は、

ニーズに応じて拡充し、継続

的に実施する必要があるた

め、新規事業として追加する

ため。 

 

変更⑤ 

市子ども・子育て支援事業計

画の策定にあたり平成 25 年

度に実施したアンケート調査

において、就学前児童が属す

る世帯及び小学生が属する世

帯が抱える子育てに関する悩

みは、「経済的な不安・負担が

大きい」、「子どもとの時間を

十分もてない」ことであると

の結果が得られている。子育

て世帯に対する支援は、ニー

ズに応じて拡充し、継続的に

実施する必要があるため、新

規事業として追加するため。 
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変  更  後 変  更  前 変更理由 

計画書 14 ページ 

基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るととも

に、地域と地域を連携する 

－ 省 略 － 

（１）安心なくらしの確保 

  １）医療等の充実 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川市地域包括ケアネットワーク事業 

（情報共有ネットワーク事業） 

・介護・医療・予防・住まい・生活支援を切れ目

なく一体的に提供する地域包括ケアシステム

を構築するため、ICTを活用し、砂川市立病院

の医療情報などを市内の医療機関及び介護事

業所等で共有し、在宅医療・介護連携の推進を

図る。 

共有した情報へのアクセ

ス数 
／41,000件（5年間） 

－ 省 略 － 

計画書 17 ページ 

（２）空き家の利活用等を推進した住宅ストックの強化 

  １）良質な住宅ストックの確保 

－ 省 略 － 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

移住定住促進住宅事業 
・公営住宅法及び砂川市営住宅管理条例による収

入基準等の入居要件を満たさなくても入居で

きる、公的賃貸住宅を提供する。 

移住定住促進住宅入居率 
／100％（平成 31年） 

 

 

計画書 15 ページ 

基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るととも

に、地域と地域を連携する 

－ 省 略 － 

（１）安心なくらしの確保 

  １）医療等の充実 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川市地域包括ケアネットワーク事業 

（情報共有ネットワーク事業） 

・介護・医療・予防・住まい・生活支援を切れ目

なく一体的に提供する地域包括ケアシステム

を構築するため、ICTを活用し、砂川市立病院

の医療情報などを市内の医療機関及び介護事

業所等で共有し、在宅医療・介護連携の推進を

図る。 

共有した情報へのアクセ

ス数 
／5,000件（5年間） 

－ 省 略 － 

計画書 18 ページ 

（２）空き家の利活用等を推進した住宅ストックの強化 

  １）良質な住宅ストックの確保 

－ 省 略 － 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

移住定住促進住宅整備事業 
・公営住宅法及び砂川市営住宅管理条例による収

入基準等の入居要件を満たさなくても入居で

きる、公的賃貸住宅を整備・供給する。 

移住定住促進住宅入居率 
／100％（平成 31年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更⑥ 

重要行政基評価指標（KPI）に

ついて、平成 28年度実績を踏

まえ、目標値の上方修正を行

い、数値の適正化を図ること

が必要となったための目標値

の上方修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更⑦ 

当該事業で実施予定であった

公的賃貸住宅の整備が完了し

たため、「整備・供給」を削除

し、「提供」を挿入。 

 


